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1 享保10年  4月 6日 二之丸江御目付泊番初る事
2  5月 13日 御役人判鑑之初之事
3  7月 6日 変死之届之始事
4  9月 6日 病気引込状ニ誓言除、附一日断之初之事
5 享保11年  2月 小馬印之初之事
6  6月 6日 誓詞之節麻上下着用初之事
7  7月 9日 大奉行始之事
8  7月 10日 勘定目録御判頂戴麻上下着用初之事
9  7月 20日 烈居之順定リ之事
10  7月 22日 御城番組頭初之事
11  8月 19日 御足軽改鉄炮御褒美十動より被下候初之事
12  8月 24日 忌中引込状ニ日数書添候初之事
13  10月 25日 継目之御礼熨斗目着用初之事
14  12月 11日 町在久離帳初之事
15  12月 25日 欠落者届ニ印形為仕候初之事
16  12月 誤証文相止候初之事
17 享保12年  6月 23日 吟味役之者忰御中小性ニ不被召出初之事
18  7月 朔日 坊主足軽唱様之事
19  7月 2日 勘定人唱初之事
20  7月 2日 本組御足軽飛脚ニ出候初之事
21  7月 2日 御年寄衆御用番座初之事
22  7月 3日 御年寄衆二之丸退去之節表方詰合対面之事
23  7月 3日 御取立者有之節之式初事
24  7月 3日 御医師月次等御礼席之事
25  7月 11日 御勘定奉行始之事
26  7月 25日 御足軽鉄炮動并時斗定初之事
27  8月 27日 初納米神献初之事
28  8月 28日 連名之事
29  9月 11日 武具方足軽支配替之事
30  9月 20日 外様之者御近習を名代ニ不成初之事
34  9月 21日 弓分帳中リ外れ御定之事
35  10月 15日 雪駄之事
36  11月 10日 喧𠵅之節御奏者番出合之事
37  11月 11日 上リ畑屋敷掛リ世話初之事
38  11月 11日 引込候者近所騒動立合届之事
39  11月 20日 御倹約触之事
40   （同日カ） 百石取御役人江御中間御貸被成候事
41   （同日カ） 火之廻御馬廻若党相止候始之事
42  11月 24日 御直参之子又者江縁談養子停止之事
43 享保13年  2月 12日 御在城中町在書付奉行添書不及事
44  2月 25日 惣組御足軽減少之事
45  2月 御通出役馬為率候事



















































































































































100～50石  13 両
120～150石  15 両
170～200石  17 両
250石  19 両
300石  21 両
350石  22 両
400石  23 両
450石  24 両
500石  25 両
600石  31 両
700石  33 両




50人扶持  15 両
10～20人扶持  10 両
8人扶持  5 両
5人扶持  4 両
切
米
俵取  8 両
10両取  5 両
5～7両2分  4 両
下
付
足軽小頭  1 両 3分





























































































































































 正徳 3年 （1713）  6月 22日 →  6月 28日
 〃 4年  7月 12日 ←  7月 6日
 〃 5年  6月 19日 →  6月 27日
享保元年（1716）  7月 12日 ←  7月 5日
 〃 2年  6月 19日 →  6月 25日
 〃  3年  7月 7日 ←  7月 1日
 〃 4年  6月 21日 →  6月 27日
 〃 5年  7月 5日 ←  6月 27日
 〃 6年  3月 27日 →  4月 4日
 〃 7年  7月 1日 ←  6月 25日
 〃 8年  3月 27日 →  4月 5日
 〃 9年  9月 1日 ←  8月 25日
 〃 10年  3月 26日 →  4月 3日
 〃 11年  9月 2日 ←  8月 25日
 〃 12年  3月 29日 →  4月 15日








































































































































































































































































































































































































































































































































































（ 1 3 ）
— 17 —
論　説
三河吉田藩にとっての「新法抜書」
（30）一例を挙げれば、元禄８年５月10日（「大河
内家譜」『豊橋市史』第６巻614頁）。
（31）『豊橋市史』第２巻1054頁。
（32）海法小隼の職歴については、「従古代役人以
上寄帳」『豊橋市史』第６巻762・766・773頁。
（33）「信祝座右記　抄」『豊橋市史』第６巻968・
970･974頁。このほか、奥村権蔵が三之丸蔵で
勤めるように命ぜられた際、海法に問い合わ
せるように指示された（同971頁）。
（34）同上937・955・960頁。

